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概要（目的・用途・実施
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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

層状ペロブスカイト化合物Gd3Ba2Fe4O12.5の磁気特性を明らかにするために、名古
屋工業大学の設備を利用して磁化率測定を行った。

実験
Experimental

固相反応法によりGd3Ba2Fe4O12.5の粉末試料を作製し、磁気特性測定装置（NI-018）
を用いて2-300 Kまでの磁化率の温度依存性を評価した。

結果と考察
Results and Discussion

Fig.1 に磁化率の温度依存性を示す。明確な磁気転移は観測できず、典型的な常磁
性の挙動を観測した。Gdイオンの常磁性の影響が強く表れていると考えられる。メ
スバウアー分光測定から室温においてFeイオンの磁気秩序が観測されていることか
ら、高温域における磁化率の変化についても調査を進める予定である。  

図・表・数式 1
Figures, Tables and

Equations 1

Fig. 1 Temperature dependence of magnetic susceptibility of Gd3Ba2Fe4O12.5.
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